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「横浜お試しイロハハハ計画」という名のシティセールス

横浜市立横浜商業高等学校教諭 小市　聡

１．昔私立，今横浜市立横浜商業高校

　今から 150年ほど前，横浜港が開港した。その約
20年後，全国から横浜に集まった横浜商人と呼ば
れた貿易商らが，横浜商業高校（以下通称Ｙ校）の
前身を作った。校長は福沢諭吉の弟子である美澤進
である。当時の目的は，欧米列強国との貿易不均衡
是正や，国際社会における日本の自立などを目指し
た日本人の育成であった。
　時代は進み 21世紀に入り，日本は情報化，国際
化など，世界の中でめまぐるしく複合的に変化する
時代に突入し，様々な予期せぬ問題を超えていくこ
とを迫られている。日本人の価値観や考え方も大き
く変化し，不透明な将来や少子化，若者の意欲の減
退など日本の将来が危ぶまれる話は数多く叫ばれて
いる。このような時代を背景としながら，Ｙ校はビ
ジネスを実践できる学校の特色と歴史の積み重ねを
生かしながら，生徒の将来に必要な教育を考えた。

２． ビジネス教育をベースとした総合的な
学習の時間

　Ｙ校では前述の流れを重視し，従来のビジネス学
習を基礎基本としながら，それらを実社会でも生か
せる学習を「総合的な学習の時間」に設定した。
「ライフ・プランニング」と称したこの授業は，学
校と実社会の接点を提供し，生徒に将来の目標を持
たせ，それに必要な知識能力を伸ばす目的で作られ
た。授業は，１年から３年まで全体で行う週１時間
の全体講座，次年度選択科目指導と希望者が放課後
や長期休業期間を利用して学習する校外体験講座に
分けられる。全体講座の内容として，１・２年生の
前半は生徒が将来職業についた時点を想定し，社会
人になる心構えや常識とマナー，組織全体を見る視
野を持たせる講義が中心となる。後半は大学・専門
学校や企業の見学，自己啓発などの講義，そして選
択科目の指導が行われる。３年生は前半において就
職・進学の具体的な指導が行われ，後半は進路決定
者から１・２年生の講座に加わる。各講座は終了後

レポートの提出が義務付けられている。優秀なレポ
ートは，年度末に在校生の前で本人から発表される。
　校外体験講座は例年８講座前後が成立し，本年度
は全校で 200名の生徒が希望した。県内の専門学校
との連携で行われるインターンシップに人気があり，
90名ほどの生徒が参加している。保育園での実習
には昨年より男子も２名参加している。また，スポ
ーツが盛んな学校の背景から，救急処置法の講座や
関連する施設見学にも参加者は多い。変わったとこ
ろでは，福祉分野での絵本の点字訳や，国際交流分
野での日本の昔話をベトナム語訳して現地に贈る活

総合的な学習の時間の全体図

総合的な学習の時間「ライフ・プランニング」
テーマ：将来の自分探し

校外講座

校外講座　（希望者のみ）

①仕事のまなび場（専門学校にて職業体験）
県内 30校の専門学校と提携し 80の講座に夏休み２日から４日程度職業学習をします。

②福祉体験
介護などの福祉体験と施設見学。将来福祉方面の職業を考える人にオススメします。

③保育園実習
保育園で夏休み３日間体験学習します。保育の環境や仕事内容などを学べます。

④救急処置実習
救急処置法の基礎を学びぶと同時に資格認定に向けての基本を学びます。

⑤施設見学・インターンシップ
企業や施設で１日職業体験をします。将来横浜で働きたい人にオススメします。

⑥異文化交流
みなとみらいの国際協力機構と連携し国際社会の現状や外国人との交流を行います。

⑦横浜お試しイロハハハ計画
横浜の観光を学び，オリジナル作品を持って市内や県外にて横浜 PRを実践します。
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動などがあった。「横浜お試しイロハハハ計画」は，
この中の自分の住む地域を紹介しようという講座が
発展し，横浜を宣伝しようという流れになっていった。

３．「横浜お試しイロハハハ計画」

　一言で言えば，修学旅行の横浜集客活動である。
横浜集客を目的に，Ｙ校の生徒が各地の中学・高校
を訪問して直接生徒に横浜を PRする。東北，中部，
関西の中学校を中心に，毎年 1,500校以上の学校が
修学旅行で東京を訪れている。２泊３日の行程で必
ず行くのが千葉県の東京ディズニーランド。ここに
１日を費やした残りの２日のどちらかで，横浜を訪
れてもらおうというのがねらいである。そのために，
Ｙ校の生徒は横浜を PRするビデオやスライド（パ
ワーポイント）を製作した。また，お土産としてオ
リジナルの「中華街中華まんマップ」や「横浜ロケ
地マップ」，さらには開発商品「横浜お土産ゲット
すごろく」などを計画した。そのほかにも企業や団
体からの資料，クーポン券，お土産のお菓子など多
数を携えて，昨年度は仙台，名古屋，京都の順に
26校を訪問した。「横浜お試しイロハハハ計画」と
いうユニークなネーミングにも意味があり，それぞ
れのテーマにあわせた内容がそこに含まれている。

４．発展の経緯

　昨年度 ｢横浜を紹介しよう ｣というテーマで始ま
った活動の中で，他市の観光課にあたる横浜コンベ
ンションビューローを資料収集のために訪れた。そ
こで横浜観光プロモーションフォーラムという，観
光関連 150社の加盟する団体が主催する，観光集客
キャンペーンにこの企画の応募を勧められた。その
結果，５月に応募 40社の中からの 14社
に選ばれた。６月に企業 120社の前で企
画のプレゼンを行い，多くの企業から共
同企画の申し出をいただいた。７月には，
横浜市の中田市長から直接激励されるま
でになった。認定のおかげで各施設の取
材もスムーズにおわり，９月にはパワー
ポイントによるスライドが完成した。企
業からのノベルティ類もガイド，菓子，
土産，資料，クーポン，文具類など 80
品に及んだ。練習を重ね 10月には仙台
第１次と名古屋地区に合計９名の生徒が，
11月には仙台第２次に３名の生徒が派

オリジナルの中華街中華まんマップ
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遣され，20の中
学校を訪問した。
明けて２月，京
都に４名の生徒
を派遣し，６の
中学校を訪問し
た。京都では京
都市立西京高校
と情報交換をし
たり，京都市観
光推進課の課長
にも見ていただ
いたり，参考に
すべきアイデア
とアドバイスを
いただいた。
　これに加えて，
何よりの力にな
ってくれたのが

卒業生による応援だった。６月に日経新聞に掲載さ
れるや，多数の応援の電話が学校にかかった。教員
も含めて，社会との接点が少なく実社会での要領が
わからない私たちに，的を射たアドバイスをくれた
のは，東京のホテルで支配人をしている卒業生だっ
た。卒業生の会からは協賛企業の紹介を，さらには
２年前に卒業してデザインを学ぶ学生からマップの
デザインのアドバイスを，80歳を超える複数の会
社会長からも支援をいただき，120年以上の歴史を
持つ高校の底力に支えられるようにして発展してい
った。

５．訪問活動内容

　インターネット上で東京方面に修学旅行に来てい
る都市の中学校を調べ，訪問依頼の手紙を送った。
仙台 60校，名古屋地区 100校，新潟 30校等に送付
したうち，１泊２日４校訪問の条件にかなったのが
仙台 11校，名古屋地区 10校，京都５校だった。

　訪問は３人１組として２人がプレゼン，１名がパ
ソコン操作を行った。時程は，はじめ５分のあいさ
つ，30分のパワーポイントによる横浜紹介，10分
の質問コーナーで終了。中学校の１時間に合わせた。
要所にクイズを入れて，正解者には豪華お土産を提
供するなどの工夫が，会場を盛り上げる効果となっ
た。生徒たちは，横浜の企業から提供された半被を
着て，テンポのよい音楽にあわせて映像を含んだス
ライドを次々と紹介した。聞き手となる中学生は，
来年度の修学旅行を予定している２年生が主で，そ
こに１年生が加わることもあった。１校 50名から
400名以上の学校まで規模は様々だが，総じて聞くと
ころは静かに，盛り上がるところは盛り上がるなど，
友好的な雰囲気の中でプレゼンが行われた。最後に
は提供を受けたお土産が中学生の代表に渡された。

横浜市長と懇談 事業説明で提携話

中学校でのプレゼンの様子　上：仙台，下：名古屋

６．派生した事業

　市の認定事業とマスコミの効果により，様々な企
画の誘いを受けることにもなった。そして，専修大
学から依頼の地域活性化事業のセミナーでの取り組
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み報告，企業の旅行に関するフォーラムでの報告，
横浜橋商店街の活性化企画，国際観光機構 (JNTO)
主催のオーストラリア学生観光大使への英語による
横浜プレゼンなどを請け負った。

ージなど，時には舞台を降りて話しかけたり冗談で
笑わせたり，プレゼンテーション能力も鍛えられた。
生徒にとって満足度の高い活動だったことから，協
力してくれた周囲の人への感謝する気持ちと郷土に
対する思い入れ，さらにはよりわかりやすく伝える
工夫などの創造力や意欲も伝わってきた。もちろん
いいことばかりではなく，相手の状況を考えないで
取材したときには叱られることもあったが，それも
よい学習になったと思う。

オーストラリアの学生に
横浜紹介

企業にてプレゼン

７．教育的効果

　現地で説明するための取材には力を入れた。記録
的な猛暑の夏に，観光に携わる業者や団体など，校
内にいては会うことの出来ない方々とお会いした。
企業経営者たちの仕事の進め方，横浜でのビジネス
チャンスや思い入れ，イベントの企画や手配の仕方
から人脈の生かし方まで，生の現場に接触すること
が出来た。そしてその過程で，生徒の校外の人への
接し方も磨かれていった。中学生に対しても，１校
目では台本を読むだけの自分本位のプレゼンをして
いたが，３校目あたりから相手の反応を感じながら
話が出来るようになった。自分たちの反省の中にも，
お互いに改善すべきポイントを率直に言い合える話
し方をするなど，様々な世代とのコミュニケーショ
ン能力が身についた。横浜の説明も会場への投げか
けや間の取り方，アイコンタクトからボディランゲ

８． 実は誰でもできる
「○○お試しイロハハハ計画」

　以上のような活動を報告すると，「横浜のような
売りがある都市だからできる」と思われがちだが，
実は国内はおろか世界中どこでもできる企画である。
　観光地のない都道府県はない。観光のテーマが景
色や歴史，祭りや買い物などに目が行きがちである
が，その土地にしかないものはもっとたくさんある。
ただ，それが近くにありすぎて見えないことが多い。
　Ｙ校の生徒は，今回の取材で自分の住む街の見え
ないものを多数発見した。同じことは日本中どこに
もあると思う。その発見をテーマとして地元の商工
会議所や企業などと連携すれば，高校だけではでき
ないものもできると同時に，その過程では横浜同様
に様々な人との出会いが出てくる。結果として，Ｙ
校の生徒と同じ教育内容が成立する。現在東京には，
ほとんどの県がテナントショップを出している。各
地の商店街の活性化に携わるノウハウを生かせば，
地元の商店街から県の産業を活性化する授業になる
ことも十分可能である。
　｢次は東京で勝負！ ｣。150年前に横浜に移って
来た各地の商人が横浜商人と名乗り，日本を築いて
いった過程が，今の日本に再現されるかもしれない。

企業会長と懇談 各地で取材される


